
宗
教
と
戦
争
（
そ
の
３
） 

 

大
森 

海
太 

 

五
世
紀
西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡
後
、
東
ロ
ー
マ
皇
帝
に
よ
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
と
、

ペ
テ
ロ
の
後
継
者
を
も
っ
て
任
ず
る
ロ
ー
マ
教
皇
の
対
立
が
進
ん
で
神
学
論
争
に
発
展
し
、
十
一
世

紀
に
は
互
い
に
相
手
を
破
門
す
る
東
西
教
会
大
分
裂
と
な
っ
た
。 

そ
の
後
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
な
か
で
は
、
ウ
ィ
ク
リ
フ
や
フ
ス
に
よ
る
教
皇
庁
批
判
が
高
ま
り
、

十
六
世
紀
ル
タ
ー
や
カ
ル
ヴ
ァ
ン
た
ち
の
宗
教
改
革
と
な
っ
た
。 

 

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
も
と
で
は
、
諸
侯
が
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
分
か
れ
て
三
十
年

戦
争
に
突
入
し
、
こ
れ
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
フ
ラ
ン
ス
が
介
入
し
て
宗
教
戦
争
か
ら
泥
沼
の
覇
権
戦

争
と
化
し
て
荒
廃
し
、
ド
イ
ツ
帝
国
が
立
ち
上
が
る
ま
で
二
百
年
以
上
を
要
し
た
。 

と
は
言
う
も
の
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
絶
対
王
政
か
ら
市
民
革
命
を
経
て
政
教
分
離
の
近
代

国
家
が
生
ま
れ
、
二
十
世
紀
に
入
っ
て
二
度
の
世
界
大
戦
も
宗
教
上
の
対
立
と
は
関
連
が
薄
い
（
例

外
は
ユ
ー
ゴ
解
体
後
の
民
族
紛
争
が
絡
ん
だ
バ
ル
カ
ン
戦
争
）
。 

 

イ
ス
ラ
ム
の
世
界
で
は
七
世
紀
末
シ
ー
ア
派
が
分
か
れ
て
本
流
の
ウ
マ
イ
ヤ
朝
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝

（
ス
ン
ニ
派
）
と
対
立
し
今
日
に
至
る
。
他
方
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
の
文
献
を
ア
ラ
ビ
ア
語
に
翻
訳

し
、
医
学
、
天
文
学
、
錬
金
術
そ
の
他
文
化
、
学
問
、
技
術
な
ど
で
高
い
水
準
に
達
し
、
他
宗
教
に

対
し
て
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
ま
で
比
較
的
寛
容
で
あ
っ
た
。 

 

一
方
他
者
へ
の
聖
戦
を
訴
え
る
過
激
な
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
の
起
源
は
十
四
世
紀
前
半
と
さ
れ
る

が
、
世
界
的
に
注
目
を
浴
び
る
の
は
二
十
世
紀
も
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。 

二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
同
時
多
発
テ
ロ
、
Ｉ
Ｓ
、
タ
リ
バ
ン
の
ほ
か
西
ア
フ
リ
カ
の
動
向
な
ど
は
、

貧
困
や
反
米
（
反
仏
）
感
情
に
も
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
だ
。
「
イ
ス
ラ
ム
の
教
え
」
に
も
と
づ
く

と
称
す
る
彼
ら
の
思
想
は
他
の
世
界
と
の
妥
協
を
拒
み
、
女
性
に
対
す
る
扱
い
な
ど
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の

Ｏ
氏
が
提
起
さ
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
テ
ー
マ
と
は
程
遠
い
も
の
が
あ
る
。 

 

以
上
大
雑
把
に
言
う
と
一
神
教
の
な
か
で
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
で
は
政
治
と
宗
教
が
分
離
さ

れ
た
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
と
イ
ス
ラ
ム
教
で
は
依
然
と
し
て
結
び
つ
き
が
強
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ま
た

一
神
教
以
外
と
の
関
連
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
、
次
回
に
ま
と
め
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


